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北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
と
核
弾
頭

の
開
発
が
急
速
に
進
む
の
に
対
し
、
経

済
制
裁
が
次
々
に
強
化
さ
れ
て
い
る
。

７
月
28
日
に
北
朝
鮮
が
最
大
高
度
３
７

０
０
㎞
余
、
47
分
余
り
も
飛
び
、
通
常

の
射
角
な
ら
米
本
土
に
届
く
「
火
星

14
」
を
発
射
し
た
の
に
対
し
、
８
月
５

日
の
国
連
安
保
理
は
他
国
が
北
朝
鮮
か

ら
石
炭
、
鉄
鉱
石
、
海
産
物
な
ど
を
輸

入
す
る
こ
と
を
禁
じ
る
こ
と
を
全
会
一

致
で
決
議
し
た
。
北
朝
鮮
は
９
月
３
日
、

水
爆
実
験
に
成
功
し
た
た
め
、
安
保
理

は
９
月
11
日
、
北
朝
鮮
へ
の
石
油
輸
出

の
削
減
、
繊
維
製
品
の
輸
入
禁
止
な
ど

を
決
議
し
た
。

　

さ
ら
に
９
月
21
日
に
は
米
国
が
独
自

の
制
裁
措
置
と
し
て
、
北
朝
鮮
と
取
引

す
る
金
融
機
関
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
企
業

や
個
人
の
米
国
内
の
資
産
を
凍
結
す
る

大
統
領
令
を
出
し
、
中
国
人
民
銀
行
（
中

央
銀
行
）
は
国
内
金
融
機
関
に
北
朝
鮮

と
の
取
引
停
止
を
通
達
、
北
朝
鮮
は
世

界
経
済
か
ら
ほ
ぼ
隔
離
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
「
北
朝
鮮
と

の
対
話
は
答
え
に
な
ら
な
い
」
と
ツ
イ

ッ
タ
ー
で
述
べ
、
ヘ
イ
リ
ー
米
国
連
大

使
は
「
24
年
間
北
朝
鮮
と
対
話
し
、
徐
々

に
制
裁
を
強
め
て
来
た
が
無
駄
だ
っ
た
。

も
う
沢
山
。
決
定
的
制
裁
が
必
要
だ
」

と
９
月
４
日
の
安
保
理
緊
急
会
合
で
演

説
し
た
。
安
倍
首
相
も
９
月
18
日
付
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ス
紙
へ
の
寄
稿
で

「
こ
れ
以
上
の
対
話
は
デ
ッ
ド
・
エ
ン

ド
（
行
き
止
ま
り
）」
と
述
べ
、
20
日
に

国
連
総
会
で
「
必
要
な
の
は
対
話
で
は

な
く
圧
力
だ
」
と
演
説
し
た
。

　

だ
が
、
制
裁
で
相
手
を
対
話
に
引
き

出
し
、
譲
歩
を
迫
る
の
で
は
な
く
、「
対

話
な
き
制
裁
」「
制
裁
の
た
め
の
制
裁
」

で
北
朝
鮮
に
核
と
ミ
サ
イ
ル
の
放
棄
を

さ
せ
ら
れ
る
か
。
追
い
詰
め
ら
れ
た
北

朝
鮮
は
自
暴
自
棄
の
行
動
に
走
ら
な
い

か
、田
岡
氏
の
見
方
を
尋
ね
て
み
た
。（
聞

き
手
／
本
誌
編
集
部
・
和
泉
貴
志
）

開
発
経
費
は
意
外
に
安
い
。
経
済

制
裁
に
よ
る
阻
止
は
困
難
だ

　

　

Ｑ
：
８
月
、
９
月
の
２
回
の
国
連
安

保
理
に
よ
る
制
裁
決
議
に
加
え
、
米
国

は
独
自
制
裁
で
資
産
凍
結
を
ち
ら
つ
か

せ
、
他
国
に
北
朝
鮮
と
の
取
引
停
止
を

迫
る
。
米
国
の
金
融
面
で
の
影
響
力
は

強
い
か
ら
、
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル

開
発
の
資
金
源
を
断
つ
こ
と
に
な
り
ま

す
か
ね
。

田
岡
：
米
国
は
当
初
「石
油
全
面
禁
輸
」

を
唱
え
た
が
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
流
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　国際情勢の

行間を抉る  

田岡俊次の

⑭ 

「対話なき制裁」 は効くのか
　　　　危ぶまれる日本の安全保障
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止
め
る
と
パ
ラ
フ
ィ
ン
が
固
ま
っ
て
広
い
範

囲
で
使
用
不
能
に
な
る
、
と
中
国
が
抵
抗

し
た
た
め
、
諦
め
て
原
油
輸
出
は
前
年
並

み
と
し
た
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

（
経
済
協
力
開
発

機
構
）
付
属
の
「国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
」

の
２
０
１
４
年
の
統
計
で
は
、
北
朝
鮮
の
石

油
輸
入
は
53
・
２
万
ｔ
、
石
油
精
製
品

31
・
８
万
ｔ
だ
っ
た
。
制
裁
で
石
油
精
製

品
の
輸
出
は
27
万
ｔ
に
制
限
し
た
か
ら
、

４
・
８
万
ｔ
の
減
、
２
０
１
４
年
の
石
油
輸

入
総
量
の
５
・
６
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
北

朝
鮮
に
は
精
油
所
が
２
カ
所
あ
る
か
ら
、

原
油
を
分
溜
し
て
ガ
ソ
リ
ン
、
軽
油
、
重

油
を
造
れ
る
。
８
月
の
制
裁
で
石
炭
輸
出

が
止
ま
っ
た
か
ら
、
余
っ
た
石
炭
で
人
造

石
油
を
造
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
第
２
次

大
戦
中
ド
イ
ツ
は
年
産
６
５
０
万
ｔ
も
の
人

造
石
油
を
造
り
、
そ
の
技
術
は
周
知
の
こ

と
だ
が
、
原
油
よ
り
コ
ス
ト
高
だ
か
ら
普

及
し
な
い
だ
け
で
す
。

　

石
油
輸
入
の
削
減
よ
り
は
石
炭
、
鉄
鉱

石
、
海
産
物
、
繊
維
製
品
の
輸
出
が
停

止
し
、
外
貨
を
稼
げ
な
く
な
る
こ
と
が
北

朝
鮮
に
痛
手
で
し
ょ
う
。
北
朝
鮮
自
体
で

は
な
く
そ
れ
と
取
引
し
た
他
国
の
銀
行
や

企
業
、
個
人
な
ど
第
三
者
の
在
米
資
産

を
凍
結

（
事
実
上
没
収
）
す
る
大
統
領

令
は

「国
連
決
議
も
な
し
に
一
国
が
勝
手

に
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
も
よ
い
の
か
」
と
の

法
的
疑
問
が
あ
る
。
外
貨
準
備
３
兆
ド
ル

の
大
半
を
米
国
で
投
資
、
融
資
し
て
い
る

中
国
な
ど
、
外
国
の
金
融
機
関
が
凍
結
を

警
戒
し
、
他
の
国
に
資
産
を
移
せ
ば
米
国

に
大
打
撃
で
す
。
だ
が
中
国
も
米
国
に
資

産
凍
結
を
さ
れ
て
は
一
大
事
だ
し
、
資
産

を
引
き
揚
げ
て
最
大
の
輸
出
市
場
で
あ
る

米
国
経
済
を
麻
痺
さ
せ
、
世
界
が
大
混

乱
し
て
は
自
分
も
大
損
だ
か
ら
、
自
国
の

銀
行
に
北
朝
鮮
と
の
取
引
停
止
を
指
示
し

ま
し
た
。

　

北
朝
鮮
の
経
済
に
打
撃
を
与
え
、
核
・

ミ
サ
イ
ル
の
開
発
資
金
を
断
つ
こ
と
を
ト

ラ
ン
プ
氏
は
狙
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
が
、

そ
う
な
る
可
能
性
は
低
い
と
見
ま
す
。
北

朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
経
費
に
つ
い
て

は
、
河
野
外
相
が
８
月
30
日
の
衆
議
院
安

全
保
障
委
員
会
で

「韓
国
外
交
省
等
と
の

意
見
交
換
に
よ
れ
ば
、
２
０
１
６
年
の
20

数
発
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
と
２
回
の
核
実
験

で
少
な
く
と
も
２
０
０
億
円
」
と
答
え
て

い
ま
す
。
日
本
が
今
購
入
中
の
Ｆ
35
Ａ
戦

闘
機
は
１
機
１
４
６
億
円
だ
か
ら
、そ
の
１
・

４
機
分
、
イ
ー
ジ
ス
艦
は
１
７
４
０
億
円
だ

か
ら
そ
の
約
９
分
の
１
、
ひ
ど
く
安
い
よ

う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
戦
闘
機
は
構
造
が

複
雑
、
精
巧
で
、
電
子
機
器
の
塊
だ
し
、

20
年
以
上
使
わ
れ
、
数
千
時
間
、
も
の
に

よ
っ
て
は
１
万
時
間
以
上
飛
行
す
る
。一
方
、

弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
燃
料
と
酸
化
剤
の
タ
ン

ク
、
そ
れ
を
燃
焼
す
る
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
、

ジ
ャ
イ
ロ
式
の
姿
勢
制
御
装
置
と
加
速
度

計
を
持
つ
だ
け
の
簡
単
な
構
造
で
す
。
燃

焼
時
間
は
短
・
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
な
ら
１

分
程
度
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
で
も
５
分
程
、
後
は

惰
力
で
弾
道
飛
行
す
る
か
ら
、
エ
ン
ジ
ン

の
寿
命
は
そ
の
程
度
で
済
む
。
だ
か
ら
第

２
次
大
戦
末
期
の
１
９
４
４
年
か
ら
敗
戦

ま
で
の
１
年
間
に
ド
イ
ツ
が
Ｖ
２
号
を
６
０

０
０
発
も
量
産
、
３
５
０
０
発
を
発
射
で

き
た
の
で
す
。

　

北
朝
鮮
は
エ
ジ
プ
ト
か
ら
短
距
離
弾
道

ミ
サ
イ
ル

「
ス
カ
ッ
ド
」
を
入
手
、
改
良

し
て
射
程
を
５
０
０
㎞
、
重
量
６
ｔ
余
に
し

た
も
の
を
イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
、
シ
リ
ア
に

計
４
５
０
発
輸
出
、
計
約
６
０
０
億
円
の

代
金
を
得
た
、
と
米
国
情
報
筋
は
見
て
い

ま
し
た
。
１
発
約
１
・
３
億
円
だ
が
、
こ

れ
は
吹
っ
か
け
た
輸
出
価
格
で
、
原
価
は

相
当
低
い
は
ず
で
す
。
そ
れ
を
大
型
化
し

た

「ノ
ド
ン
」
（射
程
約
１
３
０
０
㎞
、
重

量
16
ｔ
）
や
、
最
近
登
場
し
た

「
火
星

12
」
（同
約
５
０
０
０
㎞
、
28
ｔ
）
な
ど
は

「
ス
カ
ッ
ド
」
よ
り
遥
か
に
大
型
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
製
、
あ
る
い
は
コ
ピ
ー
の
エ
ン
ジ
ン

を
使
っ
て
い
る
様
子
だ
か
ら
、
価
格
は
少

な
く
と
も
そ
の
数
倍
で
し
ょ
う
。

　

仮
に
平
均
１
発
５
億
円
と
見
れ
ば
、
昨

年
発
射
し
た
23
発
で
１
１
５
億
円
、
核
兵

器
開
発
な
ど
に
約
１
０
０
億
円
を
か
け
て

計
２
０
０
億
円
余
に
な
り
ま
す
。
地
下
核

実
験
場
の
工
事
や
、
移
動
式
発
射
機
を

隠
す
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
な
ど
に
は
兵
士
を

使
う
は
ず
で
、
人
件
費
は
安
い
で
し
ょ
う
。

米
国
は
最
初
の
原
爆
を
造
る

「マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
計
画
」
に
は
約
20
億
ド
ル
、
今
日
の
価

格
で
２
３
０
億
ド
ル

（
約
２
・
６
兆
円
）

を
費
し
た
が
、
現
在
で
は
核
兵
器
の
原
理

も
小
型
化
の
基
礎
的
技
術
も
分
か
っ
て
い

る
か
ら
、
後
追
い
す
る
側
に
は
安
上
が
り

で
す
。

　

韓
国
銀
行

（
中
央
銀
行
）
の
推
計
で
は

北
朝
鮮
の
国
民
総
所
得

（Ｇ
Ｎ
Ｉ
）
は
、

２
０
１
５
年
に
３
０
４
億
９
８
０
０
万
ド
ル

経済制裁を強めるトランプ氏だが……

（ホワイトハウス）
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（同
年
の
レ
ー
ト
で
約
３
兆
７
０
０
０
億
円
）

で
、
秋
田
県
、
宮
崎
県
と
同
等
で
す
。
核
・

ミ
サ
イ
ル
開
発
費
が
２
０
０
億
円
だ
と
す

る
と
、
Ｇ
Ｎ
Ｉ
の
０
・
54
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

も
し
韓
国
政
府
の
推
定
が
低
過
ぎ
、
実
は

２
倍
ほ
ど
使
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
Ｇ
Ｎ
Ｉ

の
１
％
程
度
だ
か
ら
、
経
済
制
裁
を
喰
っ

て
も
核
・
ミ
サ
イ
ル
経
費
は
捻
出
す
る
公

算
大
と
考
え
ま
す
。

　

ミ
サ
イ
ル
燃
料
の
Ｕ
Ｄ
Ｍ
Ｈ

（
非
対
称
ジ

メ
チ
ル
・
ヒ
ド
ラ
ジ
ン
）
も
輸
入
か
と
思

わ
れ
て
い
た
が
、
国
産
し
て
い
る
よ
う
だ

と
最
近
分
か
っ
た
。
北
朝
鮮
は
日
本
統
治

時
代
か
ら
化
学
工
業
が
盛
ん
で
、
肥
料
な

ど
を
造
っ
て
い
た
か
ら
、
そ
の
程
度
の
化
学

技
術
は
あ
る
で
し
ょ
う
。

農
家
の
生
産
意
欲
向
上
策
で
以

前
と
比
べ
食
糧
事
情
は
改
善

Ｑ
：
経
済
制
裁
で
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発

の
資
金
源
を
断
つ
の
は
難
し
く
て
も
、

国
民
の
生
活
が
苦
し
く
な
る
と
体
制
が

崩
壊
す
る
と
の
狙
い
も
あ
る
の
で
は
。

田
岡
：
こ
れ
ま
で
多
く
の
国
々
に
対
し
国

連
が
制
裁
決
議
を
し
た
り
、
地
域
的
機

構
や
米
国
な
ど
が
独
自
制
裁
を
し
た
が
、

そ
れ
で
国
民
が

「
生
活
が
苦
し
い
の
は
政

府
が
悪
い
」
と
蜂
起
し
た
例
は
見
当
た
り

ま
せ
ん
、
む
し
ろ

「外
国
が
寄
っ
て
た
か
っ

て
我
々
を
締
め
つ
け
て
、
苛
め
て
い
る
」

と
反
発
し
団
結
し
が
ち
で
す
。

　

北
朝
鮮
で
多
数
の
餓
死
者
が
出
て
い
る

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
そ
れ
は
１
９
９
０
年

代
か
ら
２
０
０
０
年
代
初
頭
の
話
で
、
そ
の

後
の
約
十
数
年
で
食
糧
事
情
は
相
当
好
転

し
た
様
子
で
す
。
国
連
の
Ｆ
Ａ
Ｏ

（
食
糧

農
業
機
関
）
の
２
０
１
３
年
の
統
計
で
は
１

日
１
人
当
た
り
の
食
料
供
給
は
穀
物

（米
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
）
が
４
０
６
ｇ
、
イ
モ

類
が
１
７
３
ｇ
、
肉
40
ｇ
、
魚
介
類
は
26
ｇ
で
、

２
０
９
４
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
は
、
な
お
貧
し
い

食
事
だ
が
、
最
低
限
度
の
必
要
は
満
た
し
、

一
時
期
ほ
ど
の
食
糧
危
機
は
脱
し
た
模
様

で
、
農
家
各
戸
に
農
地
を
割
り
当
て
自
発

的
に
耕
作
さ
せ
る
中
国
式
の
方
法
を
採
用

し
、
全
国
に
約
４
０
０
の
市
場
を
設
け
た

こ
と
で
生
産
意
欲
が
高
ま
っ
た
、
と
も
言

わ
れ
ま
す
。
た
だ
今
年
は
初
夏
の
旱
魃
で

作
付
け
が
で
き
な
い
地
域
も
あ
り
、
再
び

一
時
的
な
食
料
不
足
が
起
こ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
こ
に
経
済
制
裁
が
重
な
る
と

北
朝
鮮
は
苦
し
い
が
、
民
衆
は
こ
れ
ま
で

も
苦
難
に
耐
え
て
来
た
か
ら
、
政
権
打
倒

に
決
起
す
る
公
算
は
低
い
で
し
ょ
う
。

武
力
行
使
せ
ぬ
よ
う
ト
ラ
ン
プ
政

権
に
釘
を
刺
す
こ
と
が
最
重
要

Ｑ
：
経
済
制
裁
は
そ
れ
に
よ
っ
て
相
手

を
対
話
の
テ
ー
ブ
ル
に
つ
か
せ
、
大
幅

な
譲
歩
を
さ
せ
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
、

と
考
え
ま
す
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
「
対

話
は
答
え
で
は
な
い
」
と
言
い
、「
対
話

な
き
制
裁
」
を
進
め
て
い
ま
す
。「
制
裁

の
た
め
の
制
裁
」
で
相
手
が
潰
れ
な
い

と
戦
争
し
か
な
く
な
る
の
で
は
。

田
岡
：
ト
ラ
ン
プ
氏
や
ヘ
イ
リ
ー
米
国
国

連
大
使
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
安
倍
首
相

も
９
月
20
日
の
国
連
演
説
で

「北
朝
鮮
に

総
て
の
核
と
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
放
棄
さ
せ

る
た
め
に
必
要
な
の
は
対
話
で
は
な
く
圧

米国はB-1B爆撃機を北朝鮮付近に出し、威嚇を強める（米空軍）

自発的耕作の導入で北朝鮮の食糧事情は改善
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力
な
の
で
す
」
と
述
べ
、
そ
の
前
の
18
日

付
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ス
紙
へ
の
寄
稿
で

は

「外
交
を
優
先
し
、
対
話
の
重
要
性
を

強
調
す
る
の
は
北
朝
鮮
に
対
し
効
果
が
な

い
。
こ
れ
以
上
の
北
朝
鮮
と
の
対
話
は
行

き
止
ま
り

（
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｄ　

Ｅ
Ｎ
Ｄ
）
だ
」
と

主
張
し
ま
し
た
。
恐
ら
く
外
務
官
僚
が

代
筆
し
た
の
で
し
ょ
う
が
、「外
交
は
無
効
」

と
言
う
の
は
こ
の
国
難
に
際
し
て

「
外
務

省
は
役
に
立
た
な
い
」
と
認
め
た
の
も
同

然
で
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
回
の
米
国

の
独
自
制
裁
は
北
朝
鮮
と
取
引
し
た
他
の

諸
国
の
在
米
資
産
を
没
収
す
る
と
い
う
極

限
の
措
置
で
、
そ
れ
で
も
北
朝
鮮
が
屈
し

な
け
れ
ば
経
済
制
裁
以
上
の
こ
と
を
や
る

必
要
が
生
じ
ま
す
。
国
防
長
官
マ
テ
ィ
ス

海
兵
大
将
、
主
席
大
統
領
補
佐
官
ケ
リ

ー
海
兵
大
将
ら
軍
人
は

「
武
力
行
使
は

大
戦
争
に
な
る
」
と
見
て
慎
重
で
す
。　

だ
が
、
２
０
０
３
年
の
イ
ラ
ク
侵
攻
の
前
に

も
米
陸
軍
参
謀
総
長
シ
ン
セ
キ
大
将

（日

系
人
）
が

「
攻
撃
す
る
な
ら
数
年
間
、

数
十
万
人
の
兵
力
を
投
入
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
議
会
で
警
告
し
た
の
に
、
ブ
ッ

シ
ュ
大
統
領

（
息
子
）
は
攻
撃
し
て
失
敗

し
た
。
ソ
連
が
１
９
７
９
年
に
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
に
介
入
す
る
前
に
は
ソ
連
軍
総
参
謀

長
オ
ガ
ル
コ
フ
元
帥
が
猛
反
対
し
た
が
、

ブ
レ
ジ
ネ
フ
書
記
長
は
言
葉
巧
み
に
彼
を

丸
め
込
ん
で
出
兵
さ
せ
て
失
敗
、
ソ
連
の

崩
壊
を
招
き
ま
し
た
。
軍
人
は
反
対
意

見
を
具
申
し
て
も
、
元
首
の
命
令
に
は
従

う
か
ら
決
定
的
歯
止
め
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
こ
れ
ま
で
軍
人
の
意
見
を

よ
く
聞
く
方
だ
が
、
経
済
制
裁
が
無
視

さ
れ
れ
ば
面
子
を
保
つ
た
め
に
何
か
や
ら

ね
ば
な
ら
ず
「も
う
少
し
脅
し
て
み
て
は
」

と
韓
国
、
日
本
に

「航
空
宇
宙
遠
征
団
」

（
戦
闘
機
、
爆
撃
機
約
90
機
に
給
油
機
、

偵
察
機
な
ど
を
加
え
て
約
１
３
０
機
。
常

に
２
個
団
が
本
国
で
待
機
）
を
派
遣
し
た

り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
第
１
海
兵
師
団
の

一
部
を
載
せ
た
揚
陸
艦
と
空
母
戦
闘
団

を
日
本
海
で
遊
弋
さ
せ
た
り
、
偵
察
機
を

北
朝
鮮
領
空
近
く
で
飛
ば
せ
る
な
ど
、
威

嚇
行
為
を
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
究
極
の
脅
し
は
韓
国
に
い
る
米
国
非

戦
闘
員
約
20
万
人
を
日
本
な
ど
に
避
難

さ
せ
、
１
０
０
０
床
の
病
室
と
12
の
手
術

室
を
持
つ
７
万
ｔ
の
病
院
船
を
出
す
こ
と

で
、
こ
れ
は
戦
争
の
覚
悟
を
決
め
た
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
北
朝
鮮
が
屈
し

「
核
と
ミ
サ
イ

ル
を
放
棄
し
ま
す
」
と
言
っ
て
く
れ
れ
ば

よ
い
が
、
そ
れ
で
は
金
政
権
は
威
信
を
失

墜
、
崩
壊
し
か
ね
な
い
か
ら
多
分
そ
れ
は

で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
怯
え
る
と
過
敏
な

反
応
を
し
、
不
測
の
事
態
か
ら
開
戦
に
な

る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
米
韓
軍
に

も
移
動
式
発
射
機
に
載
せ
、
北
部
山
岳

地
帯
の
ト
ン
ネ
ル
に
隠
し
て
い
る
弾
道
ミ
サ

イ
ル
の
詳
細
な
所
在
を
知
る
こ
と
は
困
難

で
、
一
挙
に
総
て
を
破
壊
す
る
の
は
ま
ず

不
可
能
。
一
部
を
壊
し
て
も
相
手
は
残
っ

た
ミ
サ
イ
ル
を
急
い
で
発
射
す
る
で
し
ょ
う
。

　

も
し
、
自
暴
自
棄
に
な
っ
た
北
朝
鮮
が

水
爆
弾
頭
つ
き
ミ
サ
イ
ル
を
東
京
に
発
射

す
る
最
悪
の
事
態
に
な
れ
ば
爆
心
地
か
ら

半
径
約
６
・
６
㎞
の
地
域
が
被
災
し
、
夜

間
で
も
そ
の
人
口
は
２
０
５
万
人
ほ
ど
で
あ

る
こ
と
は
本
誌
前
号
で
詳
し
く
述
べ
ま
し

た
。

　

先
制
攻
撃
を
命
じ
る
権
限
を
大
統
領
に

与
え
る
法
律
を
作
ろ
う
と
運
動
し
て
い
る

米
共
和
党
の
リ
ン
ゼ
ー
・
グ
ラ
ム
上
院
議

員
は
、
８
月
１
日
の
Ｎ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
の
討
論

番
組
で
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が

「
北
朝
鮮
が
Ｉ

Ｃ
Ｂ
Ｍ
開
発
を
続
け
る
な
ら
武
力
行
使
は

不
可
避
。
戦
争
に
な
れ
ば
大
勢
が
死
ぬ
が

米
国
で
は
な
く
、
あ
っ
ち
の
方
で
死
ぬ
」

と
言
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
後
に
大
統
領
も

そ
れ
を
認
め
る
よ
う
な
発
言
を
し
て
い
ま

す
。
「
あ
っ
ち
の
方
」
と
は
朝
鮮
半
島
と

日
本
を
指
す
と
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
の
極
致
で
す
。

　

安
倍
首
相
は
突
如
、
９
月
28
日
に
衆
議

院
を
解
散
し
た
理
由
と
し
て

「北
朝
鮮
の

脅
威
に
対
し
て
国
民
の
命
と
平
和
を
守
り

抜
く
」
と
し
、
側
近
は

「経
済
制
裁
の
結

果
が
出
る
の
は
来
年
に
な
る
か
ら
、
そ
の

際
に
選
挙
を
し
て
政
治
に
空
白
を
作
ら
な

い
た
め
に
は
今
の
う
ち
に
選
挙
し
た
方
が

よ
い
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

現
実
に
武
力
行
使
が
起
き
た
り
、
在
韓

米
国
人
の
避
難
が
始
ま
っ
て
か
ら
で
は
日

本
が
戦
争
の
惨
禍
を
受
け
な
い
よ
う
に
動

く
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
国
民
の
生
命

は
守
れ
ま
せ
ん
。

　

一
応
米
国
の

「
制
裁
の
た
め
の
制
裁
」

に
協
力
す
る
姿
勢
は
見
せ
て
も
、
そ
の
効

果
が
な
い
場
合
に
も
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
武

力
行
使
に
走
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
同
じ

被
害
を
受
け
そ
う
な
韓
国
を
始
め
、
中
国
、

ロ
シ
ア
、
欧
州
諸
国
や
米
国
の
軍
首
脳
な

ど
慎
重
派
と
連
携
し
て
釘
を
刺
し
て
お
く

の
は
今
で
あ
り
、
破
局
が
目
前
に
迫
っ
て
か

ら
で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

外交は無効と言う安倍氏（首相官邸）
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